
★記念講演・特別報告・京都聴覚言語障害者団体
活動報告の事前収録が順調に進んでいます！ 
≪記念講演 児玉真美氏≫ある母親が講師に語った、知的障害・発達障害があり 

行方不明になった我が子を支援者と一緒に探した際の体験です。  

参加申し込み 

400 名突破！ 

○最終人数は速報３号でお知らせ

します。たくさんのお申し込み 

ありがとうございます！ 

 

「私たちの作品展」 

出展募集中！ 
○申し込み締め切り 

10月 30日→11月 10日(水)まで

延長(データ必着)。お待ちしていま

す！ 

詳しくは集会 HP をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

全国聴覚言語障害者 

福祉研究交流集会  

速報２号 

2021年１０月２８日発行 

参加案内・大会誌は 11月中旬に発送しま

す。詳細は速報 3号でお知らせします。 

 （講演から抜粋） 

～(障害のある子どもが行方不明になった時に)ご近所の人や学校関係者にも頭を下げて一緒に探し

てもらう。そんな時、親はものすごく傷つき孤独になっていて、一緒に探してくれる人たちに、親がご飯を

食べている姿を見せるわけにはいかないと感じていた。 

だからそういう時、 「私は 3食とも食べられませんでした」とおっしゃいました。 
 

 

この言葉を私たちはどのように受け止めるでしょうか？ 重い障害のある子を持つ親の

立場から貴重な提言をお話しいただき、これまで見えていなかったことに気づかされま

した。記念講演の最初にご注目ください♪講演はとても考えさせられる内容で、みなさ

まとぜひ共有したいと思いました。  ～記念講演収録担当者の感想より～ 

    集会 HPこちらから 


